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B 107　　洗耀用池剣り娩浄ヵ貸価,て関寸る研礼一脂肪酸・た心白償よごれ,こ対する

　　　　贋度成々・影嗜(第｡2報)‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東急啓芸大赦考　o 生野崎美　岩崎芳衣

　目的　脂肪岐t^更水中でヽLAS またはオレイン酸｡石けんr鏝俘し，エーテ，レ軸畝してガス

クa n.ヽ｀足量するヒ，脂肪酸･* ，レシウムが定量々れないfz め，硬度増加,。したがってみヵヽ･ﾅ

の死旁効畢お･高くなることを前報で｀報告した。今回iまSDS及びAOS t用いて笑駁を行い.

LAS, 石Itんの結果と比載し, また尨ん白噴lcついマも同様の旗討を行-> X, 洗身効果に

対する硬度成･分・･影響を明らかにt る。

　お蹟　汚染布,ま精練した綿布(々),こ，ミリ又予ン馥，Iヽりレミチン酸，又予マ'Iン酸Ai

吋，牛血靖了･レデミンS- 呼をそれぞれ肘驀した。洸帰はSDS及び｀AOi を用い，^更&. ∂～2巧

ppm, we, -20々途ﾗ争した. 痩噂債，布，^残～し1 いるgt陥醸はエー=ﾃﾞ，し抽弧穐，が又クロ

で，T Iレ？ミンはO.IN 版朗で岫aJ､後, 詞-T・/tn 猿で･甕量レ，遠呼効辛t $ 獣し気S ら

に布I- 付奮し７、｡ヽる吻Iレジ･フム，及ぶ浹玲臓申。il Iレシリム"E原子吸光臓で曳量し　i れ

らの関係*ヽら真・)僥身ヵI- フヽ｡ヽ1考瀬した。

　結栗　1. 3種・ぬ弱酸はいず'れも賤度増加,こよ-> てみ力ヽ't・)洗拷劾幸ヵぐi薯し，了,レフヽヽ

ミン･ま洸浄効奪おヽ惨下した。i．洗碑稜。55染布うす着レ7、｡ヽる吻JレシりA. 1 ぽ. 脂肋酸■≪＼'

7 Iレフヽ｀ミン・約今-itr あった。また, 戎か布*ヽらよごれt 湘畝した債，こ残留寸う量It，81

B方酸でま逢帰布ヒ曳らず，了,レデミン,ま減少した。3.凝度堵ｶﾛﾋと･6 c 界面砧ヽ膨劇Ttrルシ

ウム塩。ま成量が｀増し, 遠征刺。馮劾濃度n-" 減少した。今｡寿,こ残'W L マ柚広・定量々れな

ヵ，つfこ脂月ｶ醸力･レシり以tを寡曳レ，硬帰劫奪を浦正した紆栗，硬度増加。従一，1. 脂肪酸

・)浹身効令は倦下することヵぐ明らヵヽになっTc。

B 108 毛製品の洗浄に関する研究（第2報　編地の収縮と表面状態の変化
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　〔目的〕前報で、アンゴラおよびアンゴラとウールが混紡された編地のドライグリー､ニングにおける収

縮は、洗浄・乾燥条件と共に編地の水分率の影響が大きく、ドラ｀イクIJーニングでは家庭用中性洗剤に

よる手洗い（押し洗い）に比べ収縮しやすいことを明らかにした。1）今回は特に、編地の水分率が低い

場合の収縮挙動について検討し、アンゴラおよびアンゴラとウールが混紡された製品の適切な洗浄・乾

燥方法を考察した。　　　　　　　　　　　　　1）繊維製品消費学会昭和60年年次大会研究発表要旨集

　〔方法〕試布；ラムウール、アンゴラおよびそれぞれの繊維を混紡した毛糸を調製し、編地（20ciiiX20

cm）を作成。ただしアンゴラはs毛（繊維長6.4～7.6cid）と短毛（繊維長2.5～5.1ciii）を使用。編地の

水分率は5%。試験機；ドライクリーニングテスター（Jis L 1018、溶剤;パークロルエチレン）、乾

式回転試験機（タンブラー乾燥mを想定して試作、回転数; 70rpiii）　各種編地は上記処理後、表面状

態を観察し、面積収縮率、毛羽脱落率の測定を行った。

　〔結果〕①アンゴラおよびアンゴラとウールが混紡された編地はウール編地に比べ、ドライクリーニン

グによる洗浄や乾式回転処理により収縮が生じ、その収縮の程度はアンゴラの混紡率が高くなる程著し

い、②毛羽や編組織の乱れ、毛羽の脱落など編地の表面状態の変化は、アンゴラの混紡率が高くなる程

顕著となる。同一混紡率では、長毛を用いた編地が短毛を用いた編地に比べ毛羽の脱落は少ないが、毛

羽や編組織の乱れが著しく、これは、長毛を用いた編地で収縮が著しい傾向と一致する。

　以上の結果より、アンゴラおよびアンゴラとウールが混紡された製品に対しては、洗浄・乾燥時に毛

羽や編組織の乱れ、毛羽の脱落などを促進するような機械力を与えないことが重要である。すなわち、

回転洗浄・乾燥は望ましくなく、押し洗い、自然乾燥が適している。


